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第25回 市立病院建替計画等調査特別委員会 会 議 録 

開催年月日 平成22年４月26日(月曜日) 開会：10時02分 閉会：10時33分 

開 催 場 所 第一委員会室 

出 席 委 員 
井上、山木、渡辺、山口、荒木、堀、 

事 

 

務 

 

局 

中嶋事務局長 

議長、委員外議員～窪之内 寺嶋主査 

欠 席 委 員 酒井、本間、田村  

説 明 員 別紙のとおり  

議 件 別紙のとおり  

議 
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１ 調査事項について 

  次の事項について、所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

 （１）医療機器、什器・備品の入札参加資格要件について 

２ その他について 

  なし。 

３ 次回委員会の日程について 

  正副委員長に一任することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記記載のとおり相違ない。  市立病院建替計画等調査特別委員長 井 上 正 雄 ○印 
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平成22年４月23日 

 

 滝川市議会議長 中 田   翼 様 

 

滝川市長 田 村   弘 

 

 

   市立病院建替計画等調査特別委員会への説明員の出席について 

 

 

 平成22年４月22日付け滝議第12号で通知のありました市立病院建替計画等調査特別委員会への説

明員の出席要求について、次の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えま

す。この場合、必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 

 

記 

 

 滝川市長の委任を受けた者 

  市立病院事務部長   東   照 明 

  市立病院事務部次長   鈴 木 靖 夫 

  市立病院事務部改築推進室主任主事 佐 藤 智 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （総務部総務課総務グループ） 
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第25回 市立病院建替計画等調査特別委員会 

 

Ｈ22.４.26(月) 10:00 

第 一 委 員 会 室 

 

 

 

○開  会 

 

 

 

○委員長挨拶(委員動静) 

 

 

 

１．調査事項について 
 
（１）医療機器、什器・備品の入札参加資格要件について          （資 料） 
 

 

 

２．その他について 

 

 

 

３．次回委員会の日程について 

 

 

 

○閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 3 

第25回 市立病院建替計画等調査特別委員会会議録 

H22.４.26（月）10：00 

第一委員会室 

開  会 １０：０２ 

 委員動静報告 

委 員 長 酒井委員、本間委員、田村委員欠席。議長出席。委員外議員～窪之内。 

１ 調査事項について 

委 員 長 本日は、什器・備品、医療機器の入札等の関係についての協議ということで病

院側からの申し出により急遽開催することとなった。よろしく審議願う。（１）

について説明願う。 

（１）医療機器、什器・備品の入札参加資格要件について 

鈴木部次長 （別紙資料に基づき説明する。） 

委 員 長 説明が終わった。質疑はあるか。 

山  口 ① 資格要件の（１）の④で、北海道内の病床数200床以上の病院とあるが、

平成20年４月1日から22年３月31日までに該当する病院数と業者数を伺う。 

 ② （２）と（３）は、市内に本社（本店）ということだが、（４）は市内に

本社もしくは支社ということで区別している。この根拠について伺う。 

 ③ 別紙の契約種類別主要品目リストで家電製品の数が少ないということだが、

大体の数量がわかれば伺いたい。 

鈴木部次長 ① 現在道内に約600程度の病院があるが、広く業者を登録していただくとい

うことからも病床数に対する病院数を調べた結果、300床以上になると約90病

院になってしまい、200床まで広げると約170病院ということだったので、病

院数としてそのような押さえをして200床以上とさせていただいた。業者数に

ついては押さえていない。 

 ② 消火器の購入に係る①の資格要件については消火器の扱い業者が市内では

登録業者数が少なくなるということと、市内にそれらを扱う業者が支店として

存在することも含めて、広く登録業者を募って競争性を確保するということか

らも、消火器に限っては支社（支店、営業所）という資格要件にしたところで

ある。 

 ③ 家電については、数量的なものは今精査しているが、金額的には四、五百

万円程度ということで進めている。 

委 員 長 他に質疑はあるか。 

渡  辺 市内に本社、支社（支店、営業所）というのはいいと思うが、それによって一

般的な入札価格より高い価格で落ち着くことが考えられる。その辺をどのよう

に考えているのか伺う。 

東 部 長 競争性だけでいうと、例えば市の建設工事にしても何にしてもすべて一般競争

入札ということになってしまうと思う。しかし、地元経済をどうするのかとい

う部分があり、そういう中で地域限定型で行ったりということもある。今回も

そういうさまざまなことを考え、医療機器については市内にほとんど業者がな

いが、道内に拠点がないといざ壊れた場合にすぐに対応してもらえないという

ことで、やはり道内に本、支店があることと限定している。市内でも競争性が

十分に高められると思われる什器・備品、家電については市内限定とし消火器

は、先ほど次長が言ったように市内に支店があるということで整理させていた

だいた。 

東 部 長 他に質疑はあるか。 
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窪之内委員外議員 ① 砂川市が先行して建てているので、当然こういった備品の決め方も参考に

したと思うが、砂川市も同じような形で行っているのか伺う。 

 ② 家電について、数量は精査中ということで金額的には四、五百万円と示さ

れたが、（１）、（２）についても金額を示すことができるなら伺いたい。 

 ③ 患者へのテレビの提供はどのような方式を考えているのか。多分競争入札

ということを考えていると思うが、その辺の考え方を伺う。 

鈴木部次長 ① 砂川市立病院は、物品の登録制度に提示登録されており、私どもの今回の

告示についてはまず登録をしていただくという手続になる。その後、それぞれ

購入するものによって入札告示がされ、その参加資格として登録がないと参加

できないとなっている。砂川市の場合は既に登録がされているという部分が違

う。 

 ② 医療機器、備品として最大限17億円という予算の中で動いているが、移設

できるものはできるだけ持っていくという基本方針でいるので、什器・備品で

おおむね１億円、医療機器で15億円前後ということで精査しているところであ

る。 

 ③ 現在床頭台のシステムとして、床頭台、テレビ、保管庫、冷蔵庫等につい

て、専門の業者からリースの形で置いていただき、売り上げから行政財産の目

的外使用料的なものを手数料としていただいている。このような方法を新病院

でも考えているので、今後内容を精査して募集という手続になると思うが、そ

の場合は、入札というよりもプレゼン的なもので決まる要素が強いと考えてい

る。 

委 員 長 他に質疑はあるか。 

山  腰 ① 厨房の関係について説明願う。 

 ② 医療機器の関係だが、これだけの機器を入れても市立病院として優秀な機

器が入っているとは言えないのか、大体普通なのか程度について伺う。 

鈴木部次長 ① 市の提示登録にそれぞれ参加の登録資格の名簿があり、市内業者２社と市

外業者10社で12社が入札参加資格の登録をしている。現在予定している厨房

機器関係について、この12社で競争性も含めて参加できるかどうか内容を確認

し、十分対応できるということで改めて告示で募集することはしていない。 

 ② 現状の医療機器の更新ということで、新たに展開するような新しい科など

はないので、新しく購入する機器はない。ただ程度としてはＭＲＩ、ＣＴにつ

いてもかなり最先端の機器を入れており、最新のものとしては泌尿器科に体外

破砕機器なども入っているので、レベルからすると市民の方の健康を守るとい

う点では十分そろっていると思う。 

山  腰 厨房関係の予定価格はどれぐらいか伺う。 

鈴木部次長 おおよその目安として１億円ぐらいを厨房関連機器として考えている。 

山  腰 破砕機はあるのか。（はい） 

委 員 長 他に質疑はあるか。 

議  長 厨房機器にしても医療機器にしても日々新しいものが出てきていると思うが、

その中でリースがどれぐらいあるのか伺う。 

鈴木部次長 現在購入を予定している機器については、全額起債という財源で考えている。

それは、交付税のバックというところもあるので、リースでの購入は現在考え

ていない。 

委 員 長 他に質疑はあるか。（なし）私から伺う。 

 ① 基本計画のときに約100億円という金額を市民に発表していたと思うが、
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全体を組み立てるときの医療機器の計画が今の機器を購入する金額との関係で

ふえているのか状況を伺う。また医療機器も含めて最終的にどのぐらいの金額

になるのか伺う。 

 ② 先ほどプロポーザルという話があったが、購入のスタイルがプロポーザル

的な随契に近いような感じになっていくのか伺う。 

 ③ 今後の納入のスケジュールと国の認可などの中で限定的になってくる部分

もあると思うので、その辺について伺う。 

東 部 長 ① 基本計画を立てて、その後それぞれ予算化をして昨年１回補正予算を組ん

でいる。当初から医療機器12億円、備品で５億円の合計17億円の範囲内でと

いうことだったので、今回も内訳は別として医療機器、什器・備品、家電等で

は17億円以内でおさめることで金額は変わっていない。医療機器関係を除いて

工事の関係、用地の関係ということでは、補正予算で12億5,000万円ほど積ま

せていただいた。トータルとして基本計画時から見ると約15億8,000万円ふえ

たことで、結果的には工事費の部分で16億円弱がふえたことになる。総体額は、

それがふえたので医療機器も含めて111億円強になるという状況である。 

鈴木部次長 ② 今回の医療機器、什器・備品、家電、消火器については、あくまでも入札

ということである。床頭台のシステムについては、各社がいろいろな提案をし

てくるので、随契というか、そういった方針で募集をかけたいと考えている。 

 ③ 現在の病院が12月ぐらいに竣工ということで検査を受けるので、購入した

機器の搬入については、年明けの１月から３月の開院までの期間に納入してい

ただくことで考えている。逆算すると８月ぐらいから11月にかけてそれぞれ入

札を行っていく形で考えている。国の許可などの話で、ＲＩについてはもし買

うということになれば手続に時間がかかるので、６月等に告示をして入札とい

うような手続をすることも想定して準備を進めているところである。 

委 員 長 砂川市では備品に30億円もかけるという話も出ているが、滝川市はこれで十分

いけるという判断なのか伺う。 

鈴木部次長 17億円という総体予算があるので、それらを大きな目標として現場を回りなが

ら移設可能なものは移設ということも踏まえて現在積み上げている。十分その

中でできると考えている。 

委 員 長 他にあるか。（なし）（１）については報告済みとする。 

 ２ その他について 

委 員 長 委員から何かあるか。（なし）事務局から何かあるか。（なし） 

 ３ 次回委員会の日程について 

委 員 長 正副委員長に一任いただくことでよいか。（よし）以上をもって第25回市立病

院建替計画等調査特別委員会を閉会する。 

閉  会 １０：３３ 


